
別紙 １    【 参 考 様 式 】  （公開による会議用）  

令和４年度第１回奈良市教育支援委員会 会議録 

開催日時 令和４年６月９日（木）午後２時 30分から午後４時まで 

開催場所 はぐくみセンター（奈良市教育センター）８階コミュニケーションプラザ 

出 席 者 

委 員 

大原委員、中田委員、林委員、坪内委員、佐々木委員、柳生委員、

池野委員、𠮷田委員、佃委員、富和委員、中川委員、岡本委員、

小西委員【計 13 人出席】（永田委員、三浦委員、今西委員、新

城委員、大橋委員の 5名は欠席） 

事務局 

新田課長、中口課長補佐、中川係長、長峰指導主事、大谷指導主

事、石川相談員、大木相談員、奥田相談員、木村相談員、中原相

談員 

開催形態 公開（傍聴申込なし） 担当課 教育部 教育支援・相談課 

議 題 

又は 

案 件 

１委員及び調査員の委嘱及び任命について 

２委員長、副委員長の選出 

３令和３年度の概要について 

４令和４年度の事業計画について 

決定又は

取り纏め

事項 

・委員の互選により、委員長に坪内委員、副委員長に佐々木委員とした。 

・令和 4年度事業計画の承認。 

議事の概要及び議題又は案件に対する主な意見等 

【令和３年度の事業報告について】 

○奈良市として多様な教育的ニーズにどのように対応していくか、また支援方法をどのように

充実させていくか。 

→特別支援 Cd研修、管理職研修の充実。インクルーシブ教育推進講座による人材育成を実施。 

【令和４年度の事業計画について】 

○療育を利用しているが、保護者が特別支援学級への入級を望まず、就学相談に上がらないケー

スが増加している。 

→市立園、国立・私立園には、就学相談に使えるような資料や情報を提供していく。 

→保育総務課、保育所・幼稚園課との連携を強化する。 

○通級利用手続き変更について、各関係機関に情報提供して欲しい。 

→情報共有し、周知していく。 

○年々特別支援学級入級者が増加している要因について。 

→発達障害の認識が一般化され、多様な学びの場が認知されている。 

 



○子ども一人一人に必要な支援体制の構築が重要 

→通常の学級で支援を必要とする児童生徒が増加しており、研修の充実につなげていく。 

 

資 料 

・令和4年度教育支援委員会資料（令和３年度の事業報告・令和4年度の

予定） 

・資料１特別支援学級及び通級による指導の適切な運用について（通知） 

・資料2教育と福祉の一層の連携等の推進について 及び 学校教育法施行

規則の一部を改正する省令の施行について（一部引用） 

・資料３特別支援教育を担う教師の養成の在り方等に関する検討会議報告

（概要） 

・資料４義務教育諸学校等の体制の充実及び運営の改善を図るための公立

義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律等の一部を

改正する法律の概要 

・資料5 県配布資料 

・参考資料R4.奈良市の特別支援イメージ 

 


